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 松下 姫歌  臨床心理士資格３０周年と、公認心理師資格の誕生と－２つの資格をめぐって－ 3 
 
選んだ“同志”への“敬意”があった。当たり前のことであるが、自分とは異なるオリエンテーション
の人がもつ、自分がもっていない視点やアプローチに対する“敬意”があった。むしろ、そこに学ぼう
とする姿勢があった。だからこその率直なディスカッションが、心底、興味深く、面白かった。 
 
研修機会も自ら探して得る必要がある時代、心理職の給料も少ない中、自費で参加し学んでいた彼ら
を筆者は今なお尊敬している。そして、そのような研修会を主催していたのもまた個人であった。河合
隼雄先生が、スイス留学から持ち帰ったユング心理学と箱庭療法を国内で紹介し始めた頃、彼はその勉
強会に参加し目を開かれ、心理職の専門性向上のための研修機会を作ることの必要性を感じ、文字通り
私財を傾けて、研修会や講演会の主催を続けてきたと言う。 
研修会主催者の彼が、当時、臨床心理士資格の誕生について、目を潤ませながら、「２０年間、取り組
んできて、やっと日の出を見る思いがします」と語られた時のことが、筆者の心に焼き付いている。 
今ある臨床心理士資格と臨床心理学のフィールドは、河合隼雄先生をはじめ、多くの専門家のリーダ
ーたちのご尽力の賜物であることは言うまでもない。しかし、先生方がそれを進めようとしたのは、資
格も制度も不備な中で、心の問題に携わってきた、志ある無数の一般の人々の熱意ある取り組みが、既
にあったからである。そして、そのような取り組みを続けるとともに、心理臨床の現場での必要性から、
臨床心理学と心理療法の専門性について学び続ける、熱意ある人々がいたからこそ、この臨床心理士と
いう資格が生まれたのだ。そのことを、一人の臨床心理士として、大学人として、心に刻んでおきたい。 
 
河合隼雄先生は、臨床心理士資格について、分野やオリエンテーションに限定をかけなかった。そこ
には、心の問題を抱える人と、それに寄り添い理解しようとする人の、双方に対する敬意がある。そし
て、心の問題そのものの本質とも深い関係がある。そのことの意味を、いま一度、深く受けとめたい。 
臨床心理士資格と公認心理師資格をめぐって積み残された課題は、ひとえに、心の問題の本質を見つ
める真摯な姿勢によってこそアプローチが可能である。そのような姿勢による、一人ひとりの心身のも
つ力と、相互の力を生かす真の協働によって、はじめて、真に必要な新しい枠組みを生み出すことにつ
ながるだろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
